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会議次第 １．開会
２．教育長あいさつ
３．会長あいさつ
４．協議事項
　 （１）文化財保護事業経過報告
　 （２）令和７年度以降シダレグリ自生地活用事業について
　 （３）その他

・保存樹木の剪定について
・公立公文書館について

　 ５．その他
６. 閉会

会議結果 １．開会

２．教育長あいさつ

３．会長あいさつ

４．協議事項
   (1) 文化財保護事業経過報告

① 文化財保護審議会
・ ５月 文化財保護審議会（第１回）
・ ８月 旧小澤家住宅（油屋）主屋・薬医門および旧小野村下町の火の見櫓

の国登録有形文化財への登録
・ ９月 県文化財パトロール
・ 12月 文化財保護審議会（第２回）
・ １月 辰野町資料131号発行
・ ３月 第３回文化財保護審議会

②
・ 4月26日 真金寺本堂建物調査
・ 5月30日 県史料保存活用連絡協議会
・ 6月3日 辰野高校地域探究コース シダレグリ学習会
・ 6月10日 辰野高校地域探究コースシダレグリ現地作業
・ 6月20日 油屋清掃（両小野小中学校）
・ 6月24日 第１回小野のシダレグリ自生地保存管理委員会
・ 6月29日 小野のシダレグリ自生地チョウ観察会
・ 8月23日 シダレグリおよびサイカチ文化庁調査官視察
・ 8月27日 樹木診断（荒神社社叢）
・ 10月19日～21日　油屋花嫁衣裳展・パッチワーク展
・ 11月6日 油屋清掃（辰野高校）
・ 12月1日 小野宿町並み保存説明会（小野上町）
・ 12月2日 辰野高校地域探求コース シダレグリ学習会
・ 1月24日 文化財防火デー放水訓練（旧小野郵便局局舎）
・ 2月14日 第２回小野のシダレグリ自生地保存管理委員会
・ 3月23日 小野宿町並み保存説明会（小野下町）

　　　③小野宿問屋保存会
〇 月1回の作業（屋内外環境整備）および公開
・ 4月6日 全員作業・総会
・ 4月7日 春季特別公開
・ 8月2日 新任教職員研修
・ 8月5日 新任教職員研修
・ 8月11日 夏季特別公開・夏季公開講座
・ 11月3日 全員作業・秋季特別公開

会　議　録

辰野町文化財保護審議会（第３回）
令和７年３月17日（月）　15時00分～17時00分
町民会館　103学習室
９名（審議委員６名、事務局３名）

文化財保護活動



　　　④小野のシダレグリ自生地保全友の会
〇 月1回の手入れ作業（支障木・藪切り作業、外来種除去、下草刈りなど）
・ 6月10日 辰野高校地域探求コース合同 外来種除去作業

○ 令和６年度小野のシダレグリ自生地再生事業完了報告
事業の完了を確認。
予定通りに指定地上部の下草刈りや雑木の除去を行った。
令和６年度の再生事業をもって事業は区切りとなる。
令和７年度以降はシダレグリ自生地における活用事業へ移行する。

　（2）令和７年度以降のシダレグリ自生地活用事業について
令和７年度は案内板の設置と遊歩道の整備を行うことを確認。
計画策定時よりも物価および人件費が高騰しているため、予定が変更となる
可能性があることも確認。
令和８年度以降の事業についても関係各位と協議の上、実施可能なものから
実施していく。

・ 保存樹木の剪定について
町の保存樹木に指定されている「堂山の十月桜」および「手長のサクラ」の
剪定作業を町内事業者などにより剪定作業を行った。
樹勢の回復が望まれるほか、町文化財への指定も望まれることを確認。

樹木医の判断のもと、荒神社総代会が中心となって事業を実施する予定。

・ 公立公文書館について
公立公文書館の設置について議論を行った。

今後の町誌作成のためにも文書保存の必要性を確認。
設置のためには用地や整備予算の確保、さらには人員の確保が課題。
これまで編纂した町誌についても保存していた文書が重要となっていたことから、
町の歴史を後世へつないでいくためにも文書を適切に管理することが重要である。

５．その他

６. 閉会

現在設置されている市区町村の公立公文書館の状況について確認。

への影響が考えられることから、一部伐採を行う。
また、町の保存樹木となっている「荒神社の社叢」についてもマツ倒木による本殿

  （3）その他


